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1 ．社会問題としての過剰適応
社会生活において，周囲の要求や期待に応えるために
自身の欲求を我慢することはよくあることであろう。そ
して，そのような我慢は，周囲との関係を円滑に進めた
り，将来の自己の利益に繋がったりといった良い側面も
考えられるが，その一方で度の過ぎた我慢というのは，
個人を，抑うつやストレス反応といった不適応へと導く
と考えられる。
従来，このような不適応は過剰適応という概念で検討
されている。過剰適応とは，精神医学や心身医学の分野
で用いられてきた造語であり（石津・安保・大野，
2007），“環境からの要求や期待に個人が完全に近い形で
従おうとすることであり，内的な欲求を無理に抑圧して
でも，外的な期待や要求に応える努力を行うこと”（石
津・安保，2008，p.23）と定義されるものである。そし
て，浅井（2012）が指摘するように，近年実証的な検討
も少しずつではあるが行われており，抑うつ（傾向）
（石津・安保，2007; 加藤・神山・佐藤，2011; 益子，
2009b），見捨てられ抑うつ（山田，2010），本来感の低
下（益子，2009a，2010，2013b），ストレス反応（加藤
他，2011），強迫，対人恐怖心性，不登校傾向（益子，
2009b）といったさまざまな不適応との関連が示されて
いる。また，その研究対象は，未就学児から，小学生，
中学生，高校生，大学生，成人と多岐にわたる（浅井，
2012）。一方，水澤・中澤（2014）では，小学校教員の
過剰適応が検討されており，過剰適応とバーンアウトの
関連が指摘されている。バーンアウトに陥ることは，当
人にとって問題であることはいうまでもないが，その当
人が所属する組織の生産性の低下といった二次的被害を
引き起こす可能性も想定されよう。
以上を踏まえると，過剰適応は解決すべき社会問題の
一つとして位置づけられ，その防止に向けた研究が求め
られるものである。それに対し，防止に寄与する研究知
見が少しずつ蓄積されているものの，それらは，大部分
が相互に独立しており，統合されていないのが現状であ
る。
そこで本論では，過剰適応の防止への寄与という観点
から，各先行研究の体系化を行う。これにより，各知見
を補完・統合しながら，防止に取り組んでいけるととも
に，各類型における現段階での知見の不足が明確にな
り，そこから今後の研究指針を導出できることが期待さ
れる。
2 － 1 ．四つの研究類型
本論では，過剰適応の防止への寄与という観点から，
各研究を， 1 類研究：過剰適応が引き起こす問題の研
究， 2 類研究：過剰適応の生起・抑制要因の研究， 3 類
研究：過剰適応による悪影響の軽減や行為への補償の研
究， 4 類研究：過剰適応への介入研究，の四つに分けそ
れぞれの寄与の仕方とともに位置づける。
2 － 2 ．過剰適応が引き起こす問題の研究
（ 1類研究）
ここに位置づけられる研究としては，過剰適応と不適
応の関連を扱ったものがあげられる。そこでは，過剰適
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応と抑うつ（傾向）（石津・安保，2007；加藤他，
2011；益子，2009b），見捨てられ抑うつ（山田，
2010），本来感の低下（益子，2009a，2010，2013b），
ストレス反応（加藤他，2011），強迫，対人恐怖心性，
不登校傾向（益子，2009b）といった不適応との関連が
検討されている。また，水澤・中澤（2014）のようなバ
ーンアウトといった集団の生産性の低下に繋がるような
概念との関連を検討した研究もここに含まれよう。
過剰適応への防止における寄与として考えられること
は，このような研究知見を蓄積することにより，過剰適
応への適切な介入法が検討可能になるということであ
る。例えば，過剰適応の結果生じる抑うつが何かしらの
方法で解消されたとしても，その方法が本来感の低下の
防止に寄与しなかったり，むしろ本来感の低下を促進し
たりするような方法であった場合，それは適切な介入法
ではないであろう。過剰適応が引き起こす問題を網羅す
ることにより，問題の一側面の解決だけでは終わらな
い，総合的な介入法の検討が可能になると考えられる。
2 － 3 ．過剰適応の生起・抑制要因の研究
（ 2類研究）
ここに位置づけられる研究としては，過剰適応の生
起・抑制要因を扱った研究である。例えば，石津
（2012）はイラショナルビリーフと過剰適応の関連を指
摘し，イラショナルビリーフへの介入の有効性を主張し
ている。同様に益子（2008）では，見捨てられ不安との
関連性を指摘し，それへの介入の有効性が指摘されてい
る。
また，益子（2013b）は過剰適応者の他の適応方略と
して，“日常的な対人葛藤において個人が用いる，葛藤
当事者双方がお互いに納得・満足して葛藤を解決するた
めのスキル”（益子，2013b，p.135）と定義される統合
的葛藤解決スキルの有効性を主張している。このような
研究も，代替方略によって，過剰適応の生起を抑制する
という意味でここの類型に位置づけられよう。なお，細
分をすれば，ここでの研究は承認欲求（益子，2008）や
拒否回避欲求（大西・岡村，2012）といったパーソナリ
ティ変数を扱ったものと，養育態度（石津・安保，
2009；勝田，2009）や家族機能（星野・岡本，2013）と
いった環境変数を扱ったものに分類される。
もちろん，過剰適応の生起・抑制要因を明らかにした
ところで，直ぐにはその防止には至らないが，このよう
な知見の蓄積は，介入すべき対象（要因）の同定を通し
て，後の介入法への開発に繋がるであろう。
2 － 4 ．過剰適応による悪影響の軽減や行為
への補償の研究（ 3類研究）
ここに位置づけられる研究としては，過剰適応による
悪影響の軽減や行為への補償を扱った研究が挙げられ
る。例えば，松岡・スンデル・野村（2013）は，過剰適
応者の反芻への介入が精神的健康度を改善する可能性を
示唆しているし，藤橋（2012）は情緒的サポートがあれ
ば，過剰適応行動による自己不全感の高まりを抑えられ
る可能性を示唆している。その他にも，益子（2010）で
は，内省傾向の向上の有効性が示唆されている。
益子（2013b）は，過剰適応への介入として，関係維
持・対立回避的行動を低減させることは，過剰適応傾向
の強い人にとっての防衛的機能を損なったり，社会的な
適応を促進し，社会的な不適応を回避する機能を損なっ
たりするという観点から慎重になるべきだと指摘してい
る。たしかに，過剰適応の定義である“環境からの要求
や期待に個人が完全に近い形で従おうとすることであ
り，内的な欲求を無理に抑圧してでも，外的な期待や要
求に応える努力を行うこと”（石津・安保，2008，p.23）
とされるうち，“内的な欲求を抑圧して外的な期待や要
求に応える努力を行うこと”は，社会への適応において
必要とされることもあろう。実際に，石津・安保
（2008）では，過剰適応の一側面である，他者配慮，人
からよく思われたい欲求，期待に沿う努力が，学校適応
感を，石津・安保（2009）では，他者配慮，人からよく
思われたい欲求が友人適応を高めることが実証されてい
る。
問題は，“内的な欲求を抑圧して外的な期待や要求に
応える努力を行うこと”が“無理に”なされる場合，つ
まり，結果として，抑うつ（傾向）（石津・安保，
2007；加藤他，2011；益子，2009b），本来感の低下
（益子，2009a，2010，2013b）などの不適応を引き起こ
してしまう程のものである場合であり，このような状況
で初めて，その行為が過剰適応であるといえよう。そし
て，このような場合は，上述の 2 類研究に基づいた介入
法，すなわち，過剰適応の生起・抑制要因に直接アプロ
ーチをし，“無理に”なされないようにするという介入
法が考えられよう。
しかしながら，その一方で，その行為が社会への適応
においてどうしても必要とされる場合は，その行為を抑
制させるアプローチが有効とはいえないであろう。この
ような場合は，ここでいう 3 類研究に基づいた介入法，
すなわち，過剰適応による悪影響の軽減や行為への補償
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を促進するようなアプローチが有効であるといえよう。
このように，どちらのアプローチが有用であるかは，
状況によるものであり，場合によっては，ある程度は行
為の抑制をするが，加えて，その行為の悪影響を軽減す
るといったような両者を組み合わせたアプローチも有用
であろう。さまざまな過剰適応場面に対応できるために
も，両類型（ 2 ， 3 類）の研究知見の蓄積が求められ
る。
2 － 5 ．過剰適応への介入研究（ 4類研究）
ここに位置づけられる研究としては，過剰適応への具
体的な介入とその効果測定をする研究である。益子・
岸・飯田・川島・木村・近藤・富沢・山本・稲津・加
藤・善福・片野・佐藤・副・竹内・高橋（2011）は看護
短大新入生に対して，入学前に行ったグループワークの
過剰適応への影響を検証している。ただし，筆者の知る
限り，過剰適応への具体的な介入研究はこの 1 件のみで
ある。言うまでもなく， 1 ， 2 ， 3 類研究で有用な知見
が得られたとしても，それに基づく具体的な介入法が開
発されなければ，過剰適応の防止には至らない。この類
型においても，更なる研究の蓄積が求められる。
2 － 6 ．体系化による類型間・内の繋がり
以上，本論では，過剰適応の防止への寄与という観点
から，各先行研究の体系化を行った。体系化の詳細を表
1 に示す。ある社会的行為（本論では過剰適応）に問題
があるとされ，防止が求められる場合，まずは，その行
為が引き起こす問題を把握し（ 1 類研究），生起・抑制
要因（ 2 類研究）や悪影響の軽減，補償にかかわる要因
（ 3 類研究）を明らかにした上で，それに基づいた介入
法を開発する（ 4 類研究）というのが適切な過程であ
り，今回の体系化もそれに即した形になっている。
このような形で，各研究を位置づけることは，各類型
における現段階での知見の不足が明確になるだけはな
く，類型間の繋がりを持たせやすくするとともに，類型
内においても一貫性のある統合的な議論がしやすくなる
と考えられる。前者でいえば， 1 類研究で過剰適応と抑
うつの関連が示されているのであれば（石津・安保，
2007；加藤他，2011；益子，2009b）， 4 類研究におい
ては，介入によって，抑うつ傾向が低下しているか否か
が焦点になるであろうし（類型間の繋がり），後者でい
えば， 2 類研究で過剰適応の生起要因とされている要因
同士が背反関係にあったり，潜在変数のような一つの要
因に収束したりしないかが検討しやすくなるであろう
（類型内の繋がり）。今後は，どの類型に位置づけられる
かを明確にした上で，研究を行っていくことにより，よ
り有機的に過剰適応の問題に取り組んでいけることが期
待できる。
3 － 1 ．今後の過剰適応研究に向けて
ここからは，体系化をしたことにより見えてきた今後
の過剰適応研究の課題について論じる。それは，過剰適
応先としての集団の検討，言い換えれば，集団変数の導
入である。なお，ここでいう集団変数というものは，集
団の構造や状態のみならず，個人がその集団に対して抱
く表象といったものも含まれる。もともと過剰適応とい
う言葉は大人心身症の病前性格として知られてきた（益
子，2011）こともあってか，表 1 に示した通り，パーソ
ナリティ変数を扱った研究が多くみられる。しかしなが
ら，過剰適応はその名のとおり，何かしらの適応先が存
在する。そして，そこには必ず 1 人以上の相手がおり，
集団変数の介在は不可避であることから，本来，過剰適
応は集団変数を含め議論されるべきものであると考えら
れよう。大嶽・五十嵐（2005）は，対人場面を具体的に
区別した過剰適応研究の必要性を主張しており，本論の
考え方に近いものといえよう。以下より，各類型におけ
る集団変数の扱い方について述べる。
3 － 2 ． 1 類研究における集団変数の導入
1 類研究（過剰適応が引き起こす問題の研究）では，
過剰適応者が集団に及ぼす影響の検討が考えられる。過
剰適応がその過剰適応をしている当人にもたらす問題
（例：抑うつ・本来感の低下）以外にも，その過剰適応
者が集団にもたらす問題も 1 類研究に含めることができ
よう。例えば，過剰適応者は無理をしても周囲の期待に
応えることから，生産性を高めるといった集団への利益
が想定されるが，一方で，水澤・中澤（2014）では，過
剰適応とバーンアウトの関連が指摘されており，むしろ
バーンアウトをした結果，生産性を下げてしまう可能性
も考えられる。今後は，過剰適応が引き起こす問題とし
て，対過剰適応者，対集団という両面から検討すること
が，過剰適応の問題をより深く理解することにおいて有
益であると考えられる。
3 － 3 ． 2 類研究における集団変数の導入
2 類研究（過剰適応の生起・抑制要因の研究）では，
過剰適応を生起・抑制する集団変数の検討が考えられ
る。言い換えれば，どのような集団がそこでの過剰適応
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を生起・抑制するか，ということである。例えば，その
集団の雰囲気や，集団内地位や規範，凝集性，コミュニ
ケーションのネットワークなどが候補要因として挙げら
れよう。また，個人が当該集団に対して抱く表象といっ
たものもここに含まれる。なお，表 1 に示した通り， 2
類研究では家族関係（浅井，2014）といった集団変数と
呼び得るものも含まれている。ただし，ここで今後検討
すべきとしている集団変数というのは，当人が過剰適応
をしている集団に関するものであり，そこでは，その集
団に限定した過剰適応が扱われることになる。例えば，
浅井（2014）は家族関係が過剰適応に及ぼす影響を検討
している。しかしながら，そこで使用されている大学生
用過剰適応尺度（石津・齋藤，2011）は，過剰適応をそ
の家族に限定して測定するものではない。よって，この
ような特定の集団の特性（例：家族関係）が，個人の全
般的な過剰適応に及ぼす影響を検討した研究はここで想
定している研究とは異なるものである。
過剰適応と関連の深い概念である同調は，坂本
（1999）のいうように集団要因によって説明される。一
方，過剰適応に近い概念とされている（小澤・下斗米，
2014）自己犠牲は，相手または関係のために現下の私欲
を捨てること（Van Lange, Rusbult, Drigotas, Arriage, 
Witcher, & Cox, 1997）とされるが，その自己犠牲の規
定因として相手との関係に対するコミットメントが指摘
されている（Mattingly & Clark, 2010; Mattingly, Van 
Berkel, Seda, & Suppes, 2010; Van Lange et al., 1997）
し，Mattingly & Clark（2012）は自己犠牲研究におけ
る関係性の重要性を指摘している。これらのことは， 2
類研究における集団変数の導入の有用性を示唆するもの
といえよう。
3 － 4 ． 3 類研究における集団変数の導入
3 類研究（過剰適応による悪影響の軽減や行為への補
償の研究）では，過剰適応による悪影響の軽減や行為へ
表 1
各類型研究の位置づけ
1 類研究（引き起こす問題） 2 類研究（生起・抑制要因） 3 類研究（悪影響の軽減・補償） 4 類研究（介入研究）
・精神的自覚症状（橋本・斉藤・衛藤，2003） 【パーソナリティ要因】 ・内省傾向（益子，2010） ・グループワーク
・抑うつ（傾向）（石津・安保，2007） ・内的ワーキングモデル ・情緒的サポート（藤橋，2012） 　（益子他，2011）
　（加藤他，2011; 益子，2009b） 　　　（橋本・斉藤・衛藤，2003） ・反芻（松岡他，2013）
　（近藤・石本・齊藤，2010） ・外向性，神経症傾向，開放性，誠実性， ・実行されたサポート，心理的負債感
・「自分らしさ」の感覚の希薄さ（鈴木，2007） 　調和性（益子，2008） 　　　　（小澤・下斗米，未公刊）
・本来感の低下 ・承認欲求（益子，2008）
　　　　（益子，2009a，2010，2013b） ・自己抑制，自己不全感
・強迫，対人恐怖心性，不登校傾向 　　（浅井，2014; 石津・安保，2009）
　　　　（益子，2009b） ・幼少期の気質（石津・安保，2009）
・ストレス反応 ・特性不安（舩津，2010）
　　（舩津，2010，石津，2012; 加藤他，2011） ・完全欲求（大西・岡村，2011）
・学校ぎらい感情（石津・安保，2010） ・過敏性自己愛（藤橋，2012）
・見捨てられ抑うつ（山田，2010） ・イラショナルビリーフ（石津，2012）
・対人ストレス経験頻度 ・拒否回避欲求（大西・岡村，2012）
　　　（萩原・外山・佐藤，2012） ・統合的葛藤解決スキル（益子，2013b）
・精神的健康（松岡他，2013） ・進学動機（益川・酒井・中山，2013）
・主観的幸福感（浅井，2014） ・居場所感（後藤・伊田，2013）
・親和不満感情（鈴木・五十嵐・吉田，2014） ・機能衝動性，セルフ・コントロール，
・バーンアウト（水澤・中澤，2014） 罰の回避傾向，不安傾向，
　望まれる目標への持続的な追求，
　報酬反応性（小橋・井田，2014）
・関係不安（鈴木・五十嵐・吉田，2014）
【環境要因】
・子どもの頃の母親との関係に関する認識
　　　（橋本・斉藤・衛藤，2003）
・養育態度（石津・安保，2009）
・養育態度と親の期待（勝田，2009）
・母子関係の捉え方（齊藤，2010）
・家族関係（結びつき）（浅井，2014）
・親からの期待，兄弟人数
　　（渡辺・福島・遠藤，2014）
・家族機能（星野・岡本，2013）
・組織風土（尾関・飯田・鈴木・中野，2009）
＊過剰適応尺度（石津，2006）のうち内的側面（自己抑制・自己不全感）のみしか関連がみられない変数は除外した。
　それは，自己抑制・自己不全感が高いからといって，必ずしも過剰適応とはいえないと考えられるからである。
＊ 2 類研究における，子どもの頃の母親との関係に対する認識や母子関係の捉え方は，【パーソナリティ要因】と捉えることもできるが，ここでは、母子関係を反映し
ているものとして，【環境要因】としている。
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の補償を担う集団変数の検討が考えられる。言い換えれ
ば，どのような集団が過剰適応の悪影響の軽減や行為の
補償をもたらすのか，ということである。その一例とし
て，過剰適応者が適応を試みた集団から受けるフィード
バックが考えられよう。
益子（2013b）のいうように，過剰適応が社会的な適
応を促進し，社会的な不適応を回避する機能を有するの
であれば，その社会環境からのフィードバックを含め
て，過剰適応者の適応・不適応を考えるべきであろう。
なぜなら，集団からのフィードバックが，過剰適応の悪
影響の軽減や行為の補償を担う可能性が想定されるから
である。小澤・下斗米（未公刊）は，このような観点か
ら，過剰適応の互恵性に着目し，過剰適応傾向者へのサ
ポートの効果を検討している。そのなかで，過剰適応傾
向者は，それが見返りとしてのものであるという確証は
できないものの，非過剰適応傾向者と同程度にはサポー
トは受けられていること，しかしながら，過剰適応傾向
者の心理的負債感の高さがその適応的効果を抑制してし
まっている可能性を示唆している。そして，過剰適応へ
の介入として心理的負債感を低減させるようなアプロー
チの有用性を主張している。このような集団からのフィ
ードバックに着目した研究も今後の 3 類研究の課題とい
えよう。
なお， 2 類研究であれ， 3 類研究であれ，このような
集団変数からの検討はパーソナリティ変数を扱った先行
研究と対立するものではなく，むしろ先行の知見を援用
しながら，進めていけるものである。例えば，石津・安
保（2009）は過剰適応者の性格特性としての自己抑制や
自己不全感といった内的側面を想定し，それが他者配慮
や期待に沿う努力，人からよく思われたい欲求といった
外的側面を生起させるというプロセスモデルを示してい
る。ここでは，自己抑制や自己不全感が個人特性として
扱われているが，各個人の特性の程度にかかわらず，個
人が所属する集団が自己不全感を高めやすいような集団
であれば，過剰適応の生起可能性が高まることが想定さ
れよう。つまり，先行研究で検討されているようなパー
ソナリティ変数を定常的なものとして捉えるのではな
く，過剰適応が生じるまでの心理過程の一要素してとら
え，その一要素（例：自己不全感の低下）を作動させる
要因として集団変数を検討するのである。これは，上記
の 2 類研究の一種として捉えられるものである。一方，
3 類研究に対応させていえば，反芻（松岡他，2013）や
サポート受容時の心理的負債（小澤・下斗米，未公刊）
が生じないような集団や内省の機会（益子，2010）を保
てるような集団の解明がこれにあたるであろう。筆者の
知る限り，集団変数を考慮した研究は，家族機能を扱っ
た星野・岡本（2013）のみとみられ，集団変数からの検
討は不足しているといえよう。 1
3 － 5 ． 4 類研究における集団変数の導入
4 類研究（過剰適応への介入研究）としては，集団の
構造や状態への介入が考えられる。また，集団自体を変
容させるのではなく，集団に対して抱く表象を変容させ
るという介入もここに含まれる。先行研究においては，
イラショナルビリーフ（石津，2012）や見捨てられ不安
（益子，2008）といったパーソナリティ変数への介入の
有効性が主張されている。確かにこのような個人に対す
るアプローチも有用であろう。しかしながら，パーソナ
リティの変容が困難な場合もあろう。そのような場合，
集団変数への介入が効果を発揮する場合も考えられる。
このようなことから，集団そのものや集団に対して抱く
表象への介入法というのも一つの重要な検討課題となる
であろう。
ただし，表 1 にあるように，パーソナリティ変数にし
ても，集団変数にしても具体的な介入研究は殆ど行われ
ていないのが実情であると思われる。過剰適応のメカニ
ズムが未だ解明されていないなかで，具体的な介入策の
考案は困難ではあるが，知見を積み重ねていくなかで，
少しずつでもこういった取り組みもしていくことが重要
であろう。その意味では事例研究（cf., 浅井，2012; 益
子，2013a）も一つの手がかりになるが，やはり実際の
介入に向けては，ある程度の量的研究も求められよう。
4 ．過剰適応を測定する際の留意点
本論で示した各類型に属する研究のいずれであって
も，過剰適応の程度の測定または過剰適応者の抽出は必
須である。その方法の一つとして，過剰適応尺度の使用
が考えられるが，本論では最後に尺度を使用する際の留
意点について述べておきたい。
益子（2013a）は過剰適応に関する先行研究を概観し
た後，過剰適応は，外的適応が強く，内的適応が損なわ
れた状態という外的適応と内的適応の 2 側面の関係から
構成されるという共通理解が得らえてきていると指摘し
ている。なお，北村（1965）によれば，外的適応は社会
的，文化的環境に対する適応であり，内的適応は幸福感
と満足感を経験し，心的状態が安定していることを表す
とされる。一方，浅井（2012）も上記の石津・安保
（2008）の定義を中心とし，内的適応と外的適応の二つ
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の観点から過剰適応を捉えていくという方向は変わらな
いとしている。石津・安保（2008）の定義（“環境から
の要求や期待に個人が完全に近い形で従おうとすること
であり，内的な欲求を無理に抑圧してでも，外的な期待
や要求に応える努力を行うこと”）に対応させるのであ
れば，内的適応（の犠牲）が“内的な欲求を抑圧するこ
と”と対応し，外的適応（を志向した行為）が“外的な
期待や要求に応える努力を行うこと”と対応するであろ
う。そして，それが“無理に”なされた場合，さまざま
な不適応が発現すると考えられよう。
では，過剰適応尺度はこの定義や共通理解に即した形
になっているのであろうか。益子（2013a）によれば，
近年の過剰適応研究において最も使用されている尺度の
一つとして，石津・安保（2008）でも使用されている石
津（2006）過剰適応尺度がある（表 2 参照）。筆者がみ
るにこの尺度は， 1 ．定義や共通理解と関係のない性格
特性が測定されている（自己抑制・自己不全感）2 ，
2 ．外的適応を志向している（外的な期待や要求に応え
る）行為とは限らない項目が含まれている（“やりたく
なくても無理をしてやることが多い”，“自分の価値がな
くなってしまうのではないかと心配になりがむしゃらに
がんばる”，“自分をよく見せたいと思う”）， 3 ．内的適
応を犠牲にしているとは限らない項目が含まれている
（“相手がどんな気持ちかを考えることが多い”，“他者か
らの期待を敏感に感じている”，“相手にきらわれないよ
うに行動する”），という問題がある。従って，石津
（2006）の尺度は明確に過剰適応のみを測定していると
は言い難いであろう。益子（2010）の関係維持・対立回
避的行動尺度は石津（2006）の過剰適応尺度から思考
的・行動的な特徴を抜き出した尺度である（益子，
2013b）が，この尺度であっても，上記の問題は解消さ
れないし，桑山（2003）の過剰適応尺度であっても同様
である。また，水澤（2014）が成人用過剰適応傾向尺度
を作成しているが，これは成人を対象に過剰適応のなり
やすさである過剰適応傾向を測定するものであり（水
澤・中澤，2014），同じく上記の問題を解消するものと
はなり得ない。
ただし，ここで注意したいのは，本論はこれらの尺度
やこれらの尺度を使用した研究自体に価値がないとして
いるわけではない。これらの尺度は，過剰適応者（傾向
者）の全体像を把握することを目的につくられたものと
みることができる。よって，本論では先行の尺度や尺度
を用いた研究は援用可能としつつも，内的適応を犠牲に
した外的適応志向行為の程度のみを明確に測る尺度の作
成が今後の研究において，有用であるという立場をと
る。なお，上記の尺度は研究協力者に尺度への回答を求
め，過剰適応（傾向）を測定するものであるが，それ以
外にも行動指標のような形で過剰適応を測定ができれ
ば，更に過剰適応研究の幅が広がり，それが過剰適応の
防止へと繋がっていくであろう。妥当な行動指標の作成
も今後の研究課題の一つとして挙げられる。
5 ．終わりに
本論では，過剰適応を一つの社会問題として位置づ
け，過剰適応の防止への寄与という観点から，先行研究
表 2
石津（2006）の過剰適応尺度（石津・安保，2008より）
他者配慮
　相手がどんな気持ちか考えることが多い
　自分が少し困っても，相手のために何かして
　　あげることが多い
　人がしてほしいことは何かと考える
　「自分さえ我慢すればいい」と思うことが多い
　人からの要求に敏感なほうである
　とにかく人の役にたちたいと思う
　やりたくないことでも無理をしてやることが多い
　つらいことがあっても我慢する
期待に沿う努力
　人から“能力が低い”と思われないようにがんばる
　期待にこたえないと，しかられそうで心配になる
　他者からの期待を敏感に感じている
　人からほめてもらえることを考えて行動する
　期待にこたえるために，成績をあげるように努力する
　自分の価値がなくなってしまうのではないかと
　　心配になりがむしゃらにがんばる
　期待にはこたえなくてはいけないと思う
人からよく思われたい欲求
　相手にきらわれないように行動する
　人から気に入られたいと思う
　人から認めてもらいたいと思う
　自分をよく見せたいと思う
　他人の顔色や様子が気になるほうである
自己抑制
　自分の気持ちをおさえてしまうほうだ
　自分自身が思っていることは，外に出さない
　心に思っていることを人に伝えない
　考えていることをすぐには言わない
　思っていることを口に出せない
　相手と違う事を思っていても，それを相手に伝えない
　自分の意見を通そうとしない
自己不全感
　自分のあまりよくないところばかり気になる
　自分には，あまりよいところがない気がする
　自分の評価はあまりよくないと思う
　自分はひとりぼっちと感じることがある
　自分には自信がない
　自分らしさがないと思う
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の体系化を行い，そこから集団変数の導入という今後の
研究指針を導出した。過剰適応への対策として，単に周
囲からの期待や要求に応えなければよいというわけでは
ない分，この問題は複雑なものである。そのため，簡単
には防止には至らないと考えられるが，かといってその
まま放置すべき問題ではないこともまた事実である。本
論が示した研究課題への取組みも含め少しずつであって
も，防止に寄与するような研究知見の蓄積が期待され
る。
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脚注
1 　星野・岡本（2013）は，石津（2006）の過剰適応尺度を
使用しており，対象を家族に限定した過剰適応を測定して
いるわけではない。しかしながら，研究 2 においては，当
該家族における過剰適応と家族機能との関連を検討してい
るものと捉えられる。また，尾関他（2009）は，大学生の
部活動・サークル集団における組織風土と過剰適応傾向と
の関連を検討している。尺度の表現を改めて用いている
が，それが当該部活動・サークル集団に限定した過剰適応
を測定するように改められているか否かが，明確ではな
かったため，ここ該当する研究とはみなさなかった。
2 　石津・安保（2008）の定義に従えば，必ずしも過剰適応
（者）に自己抑制や自己不全感が含まれる必要はない。
